
１０月からの交通事故の特徴

交通死亡事故が増加

1０～１２月の順で多い

交通事故防止ポイント

薄暮時･夜間の歩行者
死亡事故が増加

明るい服と反射材

横断時の安全確認

夜に歩いて外出するときは、白など明るめ

の色の服や大きめの反射材を着用して、ド

ライバーに早く気づいてもらいましょう。

道路を横断するときは、左右から車が来て

いないか必ず安全確認をしましょう。

近くに横断歩道があるときは、横断歩道を

利用しましょう。

過去５年間(R１～R５)の県内発生交通事故統計データより

これから年末にかけて、日没が早まり、運転しづらい夜の時間帯が長くなります。

以下のポイントに注意して事故を防ぎましょう。
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薄暮時・夜間における歩行者死亡事故件数

6.0件
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※件数は、ひと月当たり

歩行者

運転に集中

早めのライト点灯

車は一歩間違うと走る凶器です。運転中の

のながらスマホは厳禁です。また、仕事帰

りは、一日の疲れから注意散漫になりがち

ですので、運転だけに集中しましょう。

薄暮時は、視界が徐々に悪くなり、歩行者

などの発見が遅れたり、距離や速度が分か

りにくくなります。

早めにライトを点灯して自分の車の存在を

アピールしましょう。

ドライバー
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